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リモートワークと障がい者雇用の可能性。 

転職エージェント「Reworker」が障がい者雇用支援を拡充 

 

 

株式会社キャスター（本社：宮崎県西都市、代表取締役 中川祥太、以下「キャスタ

ー」）が運営するリモートワーク特化型求人メディア×エージェントサービス

「Reworker」は、リモートワークと障がい者雇用の可能性を考え、企業の障がい者雇用サ

ポートを拡充していくことをお知らせいたします。障がいのある方が社会に出て活躍し続け

る一助となると同時に、2024 年 4 月からの障害者雇用促進法の改正（※）に向けて、多く

の企業の障がい者雇用を支援することで多様性を認め合う社会の実現を目指します。 

 

※企業が雇用すべき障がい者の法定雇用率が 2024 年 4 月より現行の 2.3％から 2.5％へ引き上げられ

る予定（厚生労働省） 

 

 
※この画像は生成 AI とロイヤリティフリー素材で作成したものであり、実際にキャスターで働く人

物ではありません。 

 



Reworker サービスサイト：https://www.reworker.jp/ 

 

■背景：8 割の未就業者が外出や通勤に困難を感じている。リモー

トワークと障がい者雇用の可能性 
 
日本には障がいがある方が 950 万人以上いますが（※1）、そのうち民間企業で雇用され

ているのはわずか 64.2 万人にとどまります。法定雇用率達成企業の割合は 50.1％。企業規

模により実雇用率に差があり、43.5〜100 人未満で 1.95％、100〜300 人未満で 2.15％、

300〜500 人未満で 2.18％、500〜1,000 人未満で 2. 36％、1,000 人以上で 2.55％と、特に

中小企業が法定雇用率を下回っています。（※2） 

2024 年 4 月からの法改正に加え、法定雇用率は 2026 年 7 月には 2.7％へと段階的に引き

上げられることが決まりました。これにより、企業には障がい者雇用に対する取り組みがま

すます求められる状況となっています。 

 

障害者職業総合センターが実施した「テレワークに関する障害者のニーズ等実態調査」

（※3）によると以下の報告がされています。 

 

●「雇用されていない」者のうち約 8 割（78.6％）が外出や通勤に困難を感じている 

●「雇用されていない」者で過去の勤務先でテレワークの経験がある者のうち、テレワー

クの契機として多く選択されたのは「精神的な障害のために通勤が負担」（30.1％）、

「通勤はできるが、障害のために通常の職場での勤務が負担」（28.3％） 

 

この調査結果から、障がいを持つ方がリモートワークによって持続的に働きやすくなる可

能性がうかがえます。 

同時に、企業側はリモート採用を行うことで、スキルや能力があるにも関わらず採用でき

ていなかった障がいを持つ方を雇用することができ、人材不足が緩和されることも期待され

ます。 

 

このような理由から、労働にまつわるさまざまな「労働バイアス」の解除を目指すキャス

ターは、「障がいがあるから働けない」という社会的な認識を変え、障がいのあるなしに関

わらず、働きたいと考える誰もが就業できる環境を創出するために、リモートワークによる

障がい者雇用支援を始めることにしました。 

 

※1 : 内閣府 障害者の状況 

※2 : 令和５年 障害者雇用状況の集計結果  

※3 : 障害者職業総合センター テレワークに関する障害者のニーズ等実態調査 

 

 

https://www.reworker.jp/


＜本件に関する報道関係各位からのお問い合わせ先＞ 

株式会社キャスター 広報担当  TEL：050-5893-4549   e-mail：pr@cast-er.com 

■障がい者と企業の需給バランスを向上。「Reworker」の障がい

者雇用支援サービスについて 
 
キャスターが運営するリモートワーク特化型求人メディア×エージェントサービス

「Reworker」では、障がい者雇用への課題を解決します。 

 

「Reworker」とは 

「Reworker」は、｢リモートワーク」できる求人だけを集めた求人・転職メディア×エ

ージェントサービスです。エンジニア・デザイナー・コーポレート事務・セールス・デ

ィレクター・マーケターなど、さまざまな人材が毎月平均 1,000 名新規登録しており、

即戦力人材が豊富です。 

 

求職者・利用企業、双方にメリット 

「Reworker」は全ての求人がリモートワーク可能です。通勤がハードルとなる障がいが

ある方が多いなか、リモートで働けることは大きなメリットとなります。 
 

サービス利用企業は、「Reworker」が応募者の一次受けを無料で代行することで、ミス

マッチを軽減することができます。場所にとらわれず全国から応募者が集まるため、迅

速に優秀な人材の採用を進めることができます。 

 

求人中の障がい者の方の会員登録先 

https://www.reworker.jp/ 
 

サービス利用を検討の企業の問い合わせ先 

https://www.reworker.jp/recruiter 

 

■障がいがある方のリモートワーク求人への応募が 5 倍増 

昨年、キャスターが行った障がい者採用では、求人に対して 5 倍の応募があり、求人開

始後わずか 1 ヶ月弱で 6 名の優秀な人材の採用に成功しています。応募者の志望理由のほ

とんどがフルリモートワークであることで、通勤の負担がないことで働ける人が多くいるこ

とを裏づける事例となりました。 
 

現在もさまざまなポジションで積極的に障がい者雇用を推進しています。 

 

キャスターの障がい者雇用求人 

オープンポジション 

https://herp.careers/v1/caster/3aPdZIB3daNU 
 
※上記は、2024 年 2 月 28 日現在の求人です 


